
埼玉地本、３２連隊に対し隊員自主募集教育を実施
集
教
育
を
実
施
し
た
。

募
集
現
況
に
つ
い
て
最
新
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
説
明
し
、
隊
員
自
主
募

た
。

中
隊
会
議
室
に
お
い
て
隊
員
自
主
募

け
て
実
現
し
た
も
の
で
、
第
３
中
隊

さ
い
た
ま
地
域
事
務
所
か
ら
は
、
広
報
官
平
澤
２
陸
曹
が
、
厳
し
い

提
供
し
た
い
。」
と
い
っ
た
前
向

第
３
２
普
通
科
連
隊
（
大
宮
）
第
３

長
以
下
、
９
０
名
が
地
本
広
報
官
か

本
教
育
は
同
中
隊
か
ら
依
頼
を
受

埼
玉
地
方
協
力
本
部
さ
い
た
ま
地

受
け
た
。

集
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
を
語
っ

参
加
者
か
ら
は
、「
少
子
高
齢
化
に
伴
う
募
集
現
況
が
理
解
で
き
た
。」

入隊予定者に対して部隊見学を実施
練
支
援
隊
の
支
援
を
受
け
、
部
隊
見
学
を
実
施
し
た
。

後
方
支
援
連
隊
、
第
１
施
設
大
隊
、
第
２
高
射
特
科
群
及
び
東
部
方
面
指
揮
所
訓

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
進
路
に
迷
い
の
あ
る
入
隊
予
定
者
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
し
、

日(

土)

、
２
０
日
（
日
）
及
び
２
５
日
（
金
）
朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
１

陸
上
自
衛
隊
へ
の
興
味
・
関
心
を
深
め
、
入
隊
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

山
下
１
空
佐
）
は
、
令
和
２
年
１
２
月
１
９

声
が
聞
か
れ
た
。

装
備
品
展
示
で
は
、
災
害
派
遣
で
使
用
す
る
施
設
器
材
、
野
外
手
術
シ
ス
テ
ム

事
し
た
隊
員
の
説
明
を
聞
い
て
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
た
。」
と
の

訓
練
展
示
で
は
、
中
Ｓ
Ａ
Ｍ
及
び
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
訓
練
が
展
示
さ
れ
、
初
め
て

と
ま
だ
恥
ず
か
し
い
が
、
早

会
場
に
い
た
埼
玉
地
本
の

う
に
な
り
た
い
で
す
。」
と

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
３
日
間
で
７
５
名
が
参
加
し
た
。

及
び
野
外
入
浴
セ
ッ
ト
Ⅱ
型
が
展
示
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
災
害
派
遣
に
従

目
に
す
る
も
の
に
参
加
者
か
ら
訓
練
の
内
容
や
使
用
し
た
装
備
品
な
ど
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
は
、
迷
彩
服
試
着
及
び
Ｖ
Ｒ
体
験
で
締
め
括
ら
れ
た
。
迷
彩

矢
継
ぎ
早
に
質
問
が
飛
ん
で
い
た
。

服
を
親
子
揃
っ
て
試
着
し
、

盛
況
と
な
っ
た
。

き
な
コ
メ
ン
ト
が
数
多
く
寄
せ
ら

し
い
募
集
現
況
に
つ
い
て
部
隊
か

れ
た
。

に
同
様
の
取
り
組
み
を
行
い
、
厳

ら
の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
隊

い
と
し
て
い
る
。

埼
玉
地
本
で
は
今
後
も
積
極
的

員
の
自
主
募
集
を
促
し
て
い
き
た

り
で
す
。」
と
語
っ
た
。

い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

隊
す
る
日
が
待
ち
遠
し
い
限

く
こ
の
迷
彩
服
が
似
合
う
よ

埼
玉
地
本
は
、
今
後
と
も

と
し
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
「
ち
ょ
っ

担
当
者
は
、「
彼
女
ら
が
入

自
衛
隊
へ
の
関
心
を
深
め
て

え
る
施
策
を
実
施
し
て
い
く

入
隊
意
欲
を
向
上
し
て
も
ら

域
事
務
所
は
１
２
月
１
８
日
（
金
）、

ら
隊
員
自
主
募
集
に
つ
い
て
教
育
を「

一
人
で
も
多
く
の
募
集
情
報
を

て
、
リ
ア
ル
な
映
像
に
興
奮

す
る
姿
が
見
ら
れ
、
会
場
は

写
真
を
撮
る
微
笑
ま
し
い
姿

や
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し


